【左官工事業】


職種：施工管理　　職務：施工管理
【概要】
顧客（設計事務所、元請、発注者）に対しての受注活動、積算・契約・請求等の営業関連業務をはじめ、顧客品質を確保するために顧客との打合せを行い、施工過程の出来映えや工程、原価、安全などの施工管理全般や他職種業者等との折衝や協議を含めて統括管理する仕事。

【仕事の内容】
・自社の技術力や施工実績を把握し、対象工事に求められる左官技術や伝統的な技術、用途に整合した左官材料等の知識を活かし、顧客（設計事務所、元請、発注者）に対して見積、作業計画を提示しながら受注に向けた折衝活動を行う。

・構造物の構造を理解して適合する左官施工や使用材料、仕上がり等の知識を活かし、柱、梁、壁、床板、開口部、階段等の各部位における顧客要求事項どおりに構築するための左官施工全般を管理することが仕事の内容である。
・具体的には、施工場所や作業環境を考慮した施工方法の検討、提案、品質、原価、工程、安全などの計画、管理、作業班の手配や顧客（設計事務所、元請、発注者）からの要請や周知事項の伝達等を現場の職長(施工現場責任者)等と連携しながら実施する。

【求められる知識・経験】
（１）営業活動を行うためには、顧客（設計事務所、元請、発注者）から健康、環境に関する左官メリットなど基本的要件や施工提案を求められるため、相応な材料特性やそれに関する施工技能知識が不可欠である。

（２）施工管理業務や職長等と打合せをするためには、施工管理の実務知識（歩掛りや作業手順等）が必要とされる。また、施工現場の全体像把握とその中での左官の工程、他職種との取り合い、施工の進捗による材料の手配、管理及びそれに関わる移動、搬入、搬出等も実務的に知っていなければならない。
　　　施工管理者として、営業的な業務、施工業務を掌るためには一定の実務経験のほか各種関連資格を取得していることが望ましい。

【関連する資格・検定等】

職業能力開発促進法に基づく技能検定（厚生労働省、中央職業能力開発協会）

・左官技能士（１級、２級）　　　等

労働安全衛生法に基づく資格（都道府県労働局安全課、都道府県労働基準協会連合会、安全衛生技術

センター、安全衛生技術試験協会、都道府県労働災害防止協会　等）

・免許試験による資格：クレーン運転士（吊り上げ荷重５トン以上）

　　　　　　　　移動式クレーン運転士（吊上げ荷重５トン以上）

　　　　　　　　ガス溶接作業主任者　　

　　　　　　　　職業訓練指導員（職業能力開発促進法第２８条第３項）の免許　等

・技能講習による資格：玉掛け技能講習修了者（１トン以上）

         小型移動式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重１トン以上５トン未満）

　　　　　　　　　床上操作式クレーン運転技能講習修了者（吊上げ荷重５トン以上）

　　　　　　　　　高所作業者運転技能講習修了者（作業床の高さ１０ｍ以上）

　　　　　　　　　ガス溶接技能講習修了者（可燃ガス、酸素を用いる）　　等

・特別教育による資格：５トン未満のクレーン運転特別教育（吊上げ荷重５トン未満）

　　　　　　　　　研削砥石取替え特別教育

　　　　　　　　　玉掛作業(1トン未満)

　　　　　　　　　職長・安全衛生責任者教育　　等

国土交通省が要件とするあるいは推奨している資格（建設業振興基金、全国建設研修センター、

基幹技能者運営団体連絡協議会　等）

・基幹技能者

・建築施工管理技士（１級、２級）　

・土木施工管理技士（１級、２級）　等

【平成１１年改訂・労働省職業分類（小分類）との対応】

　　05　建築・土木・測量技術者　　　051　建築技術者　　052　土木技術者

　　77　建設作業者　　　　　　　　　774　左官














